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2025 年に目指すべき社会の姿
̶「科学技術の俯瞰的予測調査」に基づく検討̶
分野1：生涯健康の時代
分野2：生活インフラとしての情報環境　－ユビキタス成熟社会－
参　考：NISTEP　REPORT　No.101
 http://www.nistep.go.jp/achiev/ftx/jpn/rep101j/idx101j.html
　イノベーション 25 戦略会議では、イノベーションを「単なる技術革新にとどまらず、
新しいビジネスや新しい社会的枠組みも含んだもの」と定義し、特に「生活者の視点か
らの新しい豊かさの実現」「大きなアジア、そして世界との共生による成長」「志の高い、
創造性の高いチャレンジする人が輩出され活躍する社会」の３点を念頭において議論す
べきとの方針が示されています。
　科学技術動向研究センターは、イノベーション 25 戦略会議の議論のために、先に行
なわれた「科学技術の中長期発展に係る俯瞰的予測調査」の結果を基に、「2025 年まで
に日本が目指すべき社会の姿」の検討を、以下の６つの分野で行ないました。
　今月から３回にわたり各分野の検討結果を紹介していきますが、今回は、調査の全体
概要とともに分野１および分野２の検討結果の概要を紹介します。
連載概要
分野 分野名 内容（概要）
分野１ 生涯健康の時代
国民が望み期待する社会の姿を「健康寿命の延伸」に設定
し、三大疾病（がん、心疾患、脳血管障害）、認知症、及
び生活習慣病に焦点を当て、疾病の予防・診断、治療の観
点から検討を行う。
分野２
生活インフラとしての
情報環境
―ユビキタス成熟社会―
要素技術層、それら要素技術をベースに形成されるインフ
ラ層、それらが反映した生活シーンの３層構造の枠組みで
検討を行う。特に生活シーンにおいて具体的な姿を示す。
分野３
脳科学の進展による
生活者の活動支援
脳科学や認知科学の発達によって、生活者の視点でどのよ
うな変化が起きるのかについて検討を行う。脳科学、認知
科学の技術シーズが医療やロボットによる生活支援等の社
会ニーズと結びついて、働き方、学び方、暮らし方、遊び方、
人間関係などにどのような変化をもたらすかを描く。
分野４ 安全で持続可能な都市
「時代の変化に対応し、住む人が誇れる都市」の実現に向
けて、生活環境に関わる技術の進歩により、環境問題や交
通事故等の社会問題を解決した持続可能な都市生活の将来
像を描く。
分野５
闊達たる人生
― 職業選択、子育て、
　シニアライフの多様化―
子育て家族、シニアライフ、多様な職業選択をフレームと
して、家事、趣味・娯楽・文化、学習・教育、安全、介護、
移動、コミュニケーション、地域活動等の観点から、あるべ
き生活の検討を行う。多様な生き方・働き方の中から各人
が自分にあったスタイルを選択できる将来を描く。
分野６
地球規模の環境問題の克服と
世界との共生
環境問題、特に、地球温暖化、水、エネルギーなどの地球規
模の問題に対して、日本の技術がどのように貢献し得るの
かの検討を通して、アジア・世界との共生のイメージを描く。
議論された６つの分野
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た。科学技術政策研究所も「科学
技術の中長期発展に係る俯瞰的予
測調査」２）の結果を基に、この
「2025 年までに日本が目指すべき
社会の姿」の検討を行い、議論の
結果をイノベーション 25戦略会
議へ報告した。
連　載
                                                     全体概要
                                                         分野 1：生涯健康の時代
                                                     分野 2：生活インフラとしての情報環境　―ユビキタス成熟社会―
                                                                            蜷参考：NISTEP　REPORT　No.101
http://www.nistep.go.jp/achiev/ftx/jpn/rep101j/idx101j.html
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１‐１
背景・経緯
　2006 年９月、首相所信表明に
て、2025年までの長期戦略指針と
してイノベーションを議論してい
く方針、いわゆる「イノベーショ
ン 25」が示された１）。これを受け
てイノベーション担当大臣から、
学界・産業界などの有識者の英知
を集めて「2025年までに日本が目
指すべきイノベーションの姿」に
ついて中間的にとりまとめ、これ
を実現する戦略的な政策のロード
マップを策定していくというスケ
ジュールが明らかにされた。一方、
内閣府にはイノベーション 25戦
略会議が設置され、戦略会議座長
から、検討を行なううえで特に、
「生活者の視点からの新しい豊か
さの実現」「大きなアジア、そし
て世界との共生による成長」「志
の高い、創造性の高いチャレンジ
する人が輩出され活躍する社会」
の３点を念頭におくべきとの方
針が示された。ここで特に注目す
べき点は、イノベーション 25の
検討においては、イノベーション
を「単なる技術革新にとどまらず、
新しいビジネスや新しい社会的枠
組みも含んだもの」と定義してい
ることである。
　イノベーション 25戦略会議の
依頼を受け、日本学術会議など
種々の機関は、科学技術の今後の
発展を予測しながら、2025 年ま
でに日本が目指すべき社会の姿は
どのようなものであるかを検討し
参考文献
 1）  首相官邸、イノベー ション25　http://www.kantei.go.jp/jp/innovation/
index.html
 2）  科学技術動向、2005 年、7月号～11月号連載
１‐２
調査手法
　本調査では、上記予測調査結
果等を考慮して６つの分野を仮設
定し、それぞれの分野で専門会会
合およびワークショップを行い、
「2025 年に目指すべき社会の姿」
の検討を行なった（図表１）。専
門家会合は、主として上記予測調
査の参加者から、仮設定した各分
野を議論するのにふさわしいと考
えられる専門家を、できるだけ学
際的な議論が行われるように幅広
い視点から選定した。各分野の専
門家会合はそれぞれ２回行われ、
将来の状況や今後の方向性を話し
合い、この過程で分野の最終的な
分野名を決定した。ワークショッ
プでは社会科学系人材や若手の人
材も加えて、さらに幅広い観点か
ら意見を述べていただいた。専門
家会合およびワークショップの参
加者は合計で約300名であった。
　これらの議論では常に、イノベ
ーション 25戦略会議の示したイ
ノベーションの定義および３つの
視点を念頭においていただくこと
を徹底した。議論の過程では、イ
ノベーションを起こすための社会
的条件や環境整備についての議論
も数多く行われ、有意義な意見も
多く述べられたが、本検討の目標
範囲外のため、それらをとりまと
めることはしていない。
　図表２は、６つの分野の名称
と議論が行われた内容の概要であ
2025年に目指すべき
社会の姿
「科学技術の俯瞰的予測調査」に基づく検討
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る。６つの分野は独立並行して議
論された。また、本調査全体を監
査しアドバイスを行う「イノベー
ション創出シナリオ作成のための
調査研究」委員会が設けられ、２
回の委員会を開催した。この検討
委員会で討議された内容が報告書
の総論としてまとめられた。
図表１　本調査の検討イメージ
図表２　議論された６つの分野
分野 分野名 内容（概要）
分野１ 生涯健康の時代
国民が望み期待する社会の姿を「健康寿命の延伸」に
設定し、三大疾病（がん、心疾患、脳血管障害）、認知症、
及び生活習慣病に焦点を当て、疾病の予防・診断、治
療の観点から検討を行う。
分野２
生活インフラとしての情報環境
―ユビキタス成熟社会―
要素技術層、それら要素技術をベースに形成されるイ
ンフラ層、それらが反映した生活シーンの３層構造の
枠組みで検討を行う。特に生活シーンにおいて具体的
な姿を示す。
分野３
脳科学の進展による
生活者の活動支援
脳科学や認知科学の発達によって、生活者の視点でど
のような変化が起きるのかについて検討を行う。脳科
学、認知科学の技術シーズが医療やロボットによる生
活支援等の社会ニーズと結びついて、働き方、学び方、
暮らし方、遊び方、人間関係などにどのような変化を
もたらすかを描く。
分野４ 安全で持続可能な都市
「時代の変化に対応し、住む人が誇れる都市」の実現
に向けて、生活環境に関わる技術の進歩により、環境
問題や交通事故等の社会問題を解決した持続可能な都
市生活の将来像を描く。
分野５
闊達たる人生
― 職業選択、子育て、
　シニアライフの多様化―
子育て家族、シニアライフ、多様な職業選択をフレー
ムとして、家事、趣味・娯楽・文化、学習・教育、安全、
介護、移動、コミュニケーション、地域活動等の観点
から、あるべき生活の検討を行う。多様な生き方・働
き方の中から各人が自分にあったスタイルを選択でき
る将来を描く。
分野６
地球規模の環境問題の克服と
世界との共生
環境問題、特に、地球温暖化、水、エネルギーなどの地
球規模の問題に対して、日本の技術がどのように貢献
し得るのかの検討を通して、アジア・世界との共生の
イメージを描く。
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３‐１
分野の議論の背景
　我が国においては、戦後、出生
率、死亡率の低下により多産多死
型から少産少死型に変化し、急速
に高齢化が進んでいる。人口の将
来推計によると、2025年前後から
は、それまで増え続けていた老齢
人口（65歳以上）は一定になると
予想されているが、総人口、生産
年齢人口（15 ～ 64 歳）および年
少人口（０～ 14歳）はいずれも減
少を続けるため、総人口に占める
老齢人口比率は高いままであり、
さらなる高齢化社会を迎えること
が予想されている（図表３参照）。
　先進国をはじめとする多くの
国々でも、我が国と同様に、今後
はかなりのスピードで高齢化が進
むことが確実視されているが、そ
の中でも我が国は、その平均寿命
の長さから高齢化において世界の
トップを走る国となる。それ故、
これから高齢化が始まる世界の
国々は、我が国の高齢化社会にお
ける施策に注目している。
　高齢化社会では、個人の健康寿
命をどう延ばしていくかが最大の
課題になる。これは医療制度と社
会保険制度を健全に維持するため
に必須の条件であり、また一方で
は、高齢者の幸福追求のみならず、
若年層の労働力をいかに維持確保
し、日本の成長を維持し続けるた
めの要件にもつながる。人口減少
に伴う労働力を補う意味において
も、高齢者を社会に活かすことを
考えるうえでも、老若や性を問わ
ず、個人の健康維持が豊かな国民
　本調査は、短期間に集中的な議
論を行うために、イノベーション
25戦略会議の示したイノベーショ
ンの定義および３つの視点に忠実
に沿った形で行われ、2025年まで
に特に大きな変化が起こりうるあ
るいは大きな変化が起こるべきと
考えられる分野と話題のみを優先
的に取り上げた。一方で、実現に
向けての道筋あるいは社会的条件
などについては二次的な議論とし
て扱った。さらに各分野の議論に
おいて、デルファイ調査を中心と
して「科学技術の中長期発展に係
る俯瞰的予測調査」の結果を最大
限生かし、これらを議論の裏付け
とすることで調査期間の短縮化を
図った。
　６つの分野の議論を総括して、
今後、特に積極的に大きなイノベ
ーションを起こしていくべき分野
としては、①環境イノベーション、
②健康イノベーション、③コミュ
ニティイノベーションが挙げられ
た。また、その前提となる早急に
整備すべき促進条件、すなわち、
科学技術の成果が社会に有効に活
かされるための共通条件として、
④情報インフラの整備、⑤学習機
会の充実による人材育成、⑥リス
クを恐れずチャレンジする精神の
高揚が挙げられた。なお副次的で
はあるが、本調査は、科学技術の
専門家が「将来の社会の需要から
科学技術の将来を考える」機会を
提供したと言う意味で、将来の予
測調査への実験的な試みであった
とも言える。
　「科学技術動向」誌では、今月
から３回にわたり、６つの分野の
概論を順次紹介する。
3   分野1「生涯健康の時代」の概要 蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆
出典： 厚生労働省社会保障審議会第３回人口構造の変化に関する特別部会　資料1「日本の将
来推計人口（平成 18年 12月推計）結果の概要」より抜粋
図表３　年齢３区分別人口の推移
2   本調査のポイントと総括的な議論 蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆蘆
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生活の前提条件となることは必須
である（議論の背景については、
報告書P35～ 37参照）。
３‐２
分野のまとめ
　分野１では、超高齢化社会に象
徴される 2025 年を「生涯健康の
時代」として設定し、そこである
べき社会の姿とその実現のために
必要な技術について検討した。
　ここでいう健康とは、WHO（世
界保健機関）憲章に示されている
通り、「完全な肉体的、精神的及
び社会的福祉の状態であり、単に
疾病又は病弱の存在しないことで
はない」（日本語訳：厚生労働省
ホームページより）ことを意味し
ている。言い換えれば、健康とは
「病気や虚弱ではない」ことのみ
ならず、「肉体的にも精神的にも
安定」しており、かつ「充実した
社会的生活を送っている」状態と
とれる。これらの観点から、疾病
の予防・診断・治療を通じて具体
的な健康のあり方を考え、また、
国民一人一人の健康が維持・延伸
されることによってもたらされる
社会像について、日常生活の場と
それを支える医療施設を舞台にし
て検討を進めた。
盧2025年の社会像
　2025年の超高齢化社会において
は、国民の医療に対する考え方の
パラダイムシフトが起こっている
ことが想定される。その意味する
ところは、医師主導の健康管理で
はなく、自らがより積極的に医療
に関与することにより自分自身の
健康を維持する、いわゆるセルフ
ケアの時代の到来である。その一
方で、医療技術は更なる発展を遂
げ、難病や慢性疾患の多くは克服
され、国民は充実した家庭生活を
送るとともに、社会においても年
齢や性を問わず、元気で生きがい
のある生活を送っていると考えら
れる。
　したがって、分野１で設定した
「生涯健康の時代」の人々の姿は、
以下の２点に集約される。
① 元気に長生き。活動的に楽し
く生活し、大病せずに寿命を迎
える。
② 日常生活において常時、個人が
主体的に健康維持と疾病予防を
行い、いざというときには病院
で高度な医療を受ける。
　そこでは、健康を保ち疾病を予
防する健康維持と促進（日常生活）
とともに、疾病の効果的な治療（医
療施設）が大きな関心事となって
いる。これらは国民一人一人に適
合し（医療のオーダーメード化）、
同じレベルで（医療の均質化）、国
民誰もが平等に享受できる（医療
のユビキタス化）ものである（図
表４参照）。
　図表４で示したように、生涯健
康を目標とする社会は、日常生活
における個人の健康維持と促進、
及び医療施設における高度医療が
両輪となって実現する。以下、こ
の社会像の概要を述べる（詳細は、
報告書P21～ 29参照）。
図表４　「生涯健康の時代」の全体像
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① 日常生活における個々の健康維
持と促進：疾病の予防・診断・
初期治療
　2025 年は個人の健康観に適応
した予防医療システムが整備され
ており、その一端として、医療機
能（の一部）は医療施設から個人
の日常生活の場面にシフトしてい
る。そこでは個人が随時、医療情
報ネットワークを通じて医療施設
と健康に関する情報交換を行い、
自らの健康状態を把握している。
その手段は煩雑な操作を伴わず、
また個人の志向に合わせた様々な
選択が可能であるため、個人はご
く自然に、かつ楽しみながら健康
を維持している。
　個に対応した予防医療は地域を
問わず受けることが可能であり、
離島に住む人々も都心部に住む
人々と同様、日常生活においてご
く当然に健康を維持している。
　また個人は、日本の食文化を
維持しつつも、自らの体質・体調
に合わせた、科学的根拠に基づい
た適切な食品を摂取することによ
り、生活習慣病等を予防している。
　このように日々、個人はストレ
スなく、むしろ楽しみつつ健康を
維持することで重篤な疾病のリス
クを軽減し、結果として生死をさ
まよう大病にかかることはほとん
どなくなる。
② 医療施設における高度医療：疾
病の高度診断・高度治療
　加齢により、がんなどの疾病
にかかるリスクは大きくなるが、
2025年はそれを回避するための高
度診断・高度治療法が浸透してい
る。個人は医療施設で高度診断シ
ステムに基づいた定期健診を受け
ることにより、重度な疾病を早期
に発見し、早期の治療につなげて
いる。また個人の意志に基づき、
多様なQOLの選択が可能になっ
ている。
　医療施設では、高齢、難治性・
慢性疾患や身体障害に対する積極
的かつ根治的な治療が展開されて
おり、薬物療法、細胞治療・再生
医療、遺伝子治療、感覚補綴など
の高度医療により、各種疾患を克
服した人々が自らの価値観に基づ
き、生き生きと日常生活を送って
いる。仮に根治には到らなくても、
疾患をうまくコントロールしな
図表５　「生涯健康の時代」の生活像の例
日常生活における個々の健康維持：疾病の予防・診断・初期治療
【生活像】
マイカルテ（生涯電子記録）
と医療情報ネットワークを使
って、いつでもどこでも診察
が受けられるようになる。
【関連デルファイ課題】
蘆 個人のすべての検査結果、
病歴、投薬等の医療情報を
カード１枚に蓄積し、利用
できるシステム
蘆 家庭における健康管理と異
常時の診断システム
【生活像】
個人の生活に合わせて、いつ
でも精神的・肉体的にリフレ
ッシュできるようになる。
【関連デルファイ課題】
蘆 高齢者フィットネス・プロ
グラム自動作成システム
蘆 精神的ストレスの定量化
技術
【生活像】
体に良い食品を適量食べて、
健康維持ができるようになる。
【関連デルファイ課題】
蘆 高齢者に特有の、抗酸化機
能・脳機能・咀嚼機能の
低下を防ぎ、健康な高齢
社会を食から支える食品
と食事法
蘆 生活習慣病の予防が可能と
なる、個人の体質に応じた
機能性食品
【生活像】
好きな時に、健康維持のた
めの指導を受けられるよう
になる。
疾病予防のためのトータルコ
ーディネートを行う場として
の「ヘルスケア・パーク（健
康院）」を日々利用し、健康
維持、疾病予防や医療につい
て楽しく学習し、健康への不
安感に対するカウンセリング
を受ける。
医療施設における高度医療：疾病の高度診断・高度治療
【生活像】
病気にかかりやすいか
どうかを診断してもら
い、病気の予防対策が
できるようになる。
【関連デルファイ課題】
蘆 ゲノムによる疾病の
易罹患性診断法
蘆 ほとんどすべてのが
んの血液検査による
早期診断法
蘆 生活習慣病のリス
クをもたらす主要な
SNPs（一塩基変異多
型）の解明に基づく
テーラーメード医療
【生活像】
三大疾病（がん・心疾
患・脳血管障害）、ア
ルツハイマー病などの
神経変性疾患、生活習
慣病および感染症が薬
物療法、遺伝子治療、
細胞治療・再生医療で
ほぼ治るようになる。
【関連デルファイ課題】
蘆 がんのオーダーメー
ド治療
蘆 糖尿病の遺伝子治療法
蘆 家族性高コレステロ
ール血症の遺伝子治
療法
蘆 胚性幹細胞を用いた
障害臓器の再生治療
技術
蘆 アルツハイマー病の
根治薬
蘆 がんの転移を防ぐ有
効な技術
【生活像】
誰でも感覚機能を十分
に備えて、活動的な生
活を送れるようになる。
【関連デルファイ課題】
蘆 コンピュータを用い
て脳の運動関連活動
を信号化・伝達する
ことにより、脊髄・
末梢神経を介さずに
義肢などを随意的に
制御する技術
蘆 感覚機能を備えた義
手・義足
【生活像】
高性能医療機器によ
り、痛くなく、楽に病
気の治療を受けられる
ようになる。
【関連デルファイ課題】
蘆 がん治療に有効な
放射線治療および
増感薬
蘆 生体（管腔臓器）内
を自走する診断・治
療用マイクロマシン
蘆 埋込み式排尿制御
装置
【生活像】
患部への侵襲が最小限
で治療をしてもらえる
ようになる。
【関連デルファイ課題】
蘆 バーチャルリアリテ
ィ技術を駆使した遠
隔手術システム
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がら日常生活を快適に過ごしてい
る。また、疾病予備軍は個人に応
じた予防的治療により、発症を予
防している。
　不慮の事故による負傷者や急病
人は、24時間体制の地域密着型緊
急医療施設へ迅速に搬送され、生
命の危機を免れている。
　上記の治療を受ける際には、個
人は医師と医療コーディネータの
双方とよく話し合い、自らの意志
に基づいて、ライフスタイルや病
態に合わせた効果的な治療法を選
択している。これらの診断・治療
は苦痛をともなわず、また要する
時間はごく短いため、日帰りの通
院等、ごく短期間ですませること
ができる。
３‐３
生活者の視点から見た
変化の例
　「生涯健康の時代」における国
民の生活について、家庭を中心と
した日常生活と医療施設における
事例、及びそれらに関連する技術
（デルファイ課題）を図表５に示
す（詳細は、報告書P30～34参照）。
4   分野2「生活インフラとしての情報環境̶ユビキタス成熟社会̶」の概要 蘆蘆
４‐１
分野の議論の背景
　近年、「イノベーション」が先
進諸国の主要な政策課題となって
いる。その背景には、インターネ
ットの世界的普及が大きく関係し
ていることは疑いがない。情報が
瞬時に伝わることで「変化」のス
ピードが爆発的に拡大し、いかな
る国・組織も他者との連携なしに
は何事をもなしえない。その結果
として、各国の政策の力点は、大
規模目標設定型の科学技術政策か
ら、環境整備型に移ってきている。
これが、「イノベーション」政策
を重視する流れを作っているとい
えよう。
　「イノベーションが盛んに生ま
れる国にする」ための方策として、
「イノベーションを生む土台とな
る情報通信技術に関連する社会基
盤の整備」が最重要課題の１つで
あると考えられる。インターネッ
トの成り立ちを振り返ると、これ
は、自身が偉大なイノベーション
であったと同時に、他の多くのイ
ノベーションを生み育む基盤とな
っている。すなわち、この「他の
イノベーションの基盤となる力」
を備えているインターネットの出
現に匹敵するような社会基盤（以
下では「インフラ」とよぶ）を整
備することの先に、多くの具体的
なイノベーション像を描くことが
できる。
　ユビキタス成熟社会において
は、ユビキタスネットワーク化と
ユビキタスコンピューティング化
から構築されるサイバー空間を介
し、人と人、人とモノ、そしてモ
ノとモノとの間で情報のやりとり
が行われ、新しい豊かさを実現す
る社会が生まれると期待する。こ
こでは、サイバー空間では、コン
ピュータ、ストレージ、ブロード
バンドやセンサネットワークなど
が、物理空間では、モノとの接点
でRFIDやセンサなどが、また人
との接点でヒューマンインターフ
ェイス、コンテキストアウェアネ
スやデジタルデバイドなどが、そ
して全体に関するものとしてセ
キュリティシステムが、「ユビキ
タス成熟社会」構築のために益々
重要な技術となろう。こうした技
術に対し、ユビキタス成熟社会を
視野にして研究開発や活用事例を
通して現状を概観してみると、す
でに将来の実用化、普及が想定さ
れる萌芽事例は数多く出現してい
る。しかし、何れも個別事例にと
どまり、技術間や活用場面相互間
でのシームレスな連携にはまだ多
くの課題が残されている状態とい
える（現状についてのまとめは、
報告書P68～ 75参照）。
４‐２
分野のまとめ
　分野２では、2025年の生活シー
ンを「ユビキタス成熟社会」とと
らえたうえで、その実現に必要な
「イノベーションを生むインフラ」
のあり方、およびそのインフラに
よって実現される「具体的な生活
シーン」を検討した。
　図表６は、検討の枠組みを設定
するために導入した階層モデルで
あり、要素技術層、インフラ層、
生活シーンの３つの階層からな
る。以下ではその各々の概要を述
べる。
①要素技術層
　下層の「要素技術」に対応する
ものは、情報セキュリティ技術、
高信頼性技術、環境保全技術、高
速通信技術、無線通信技術、広域
分散並列処理、地理情報技術、ア
クセシビリティ技術、暗号認証技
術、電子タグ技術、センサネット
図表６　３つの階層モデル
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ワーク、製品ライフサイクル管理
技術、コンテンツ管理技術、ロボ
ティクスなどが考えられる。これ
らの技術は、ユビキタス成熟社会
の重要な要素ではあるが、ここで
はあえて内容の検討は行っていな
い。参考として、科学技術政策研
究所が過去に実施したデルファイ
調査において、インフラに関連し
た技術の実現可能時期と社会への
適用可能時期を報告書の付録１
「インフラに関連するデルファイ
課題」及び付録２「生活シーンに
関連するデルファイ課題」として
それぞれ示している（報告書P60
～ 67参照）。
②インフラ層
　要素技術層の上にあるインフラ
階層は、「デジタル化価値インフ
ラ」「デジタル化制度インフラ」「ユ
ビキタス識別インフラ」「ユニバ
ーサル操作インフラ」から構成さ
れる。インフラとは、単なる要素
技術の組み合わせではなく、さら
にそのための適切な運用管理の制
度が確立され、広く普及すること
で、オープンでユニバーサルな普
遍的社会基盤となったものを指し
ている。これらが、ユビキタス成
熟社会を実現するために不可欠な
社会基盤であるという考え方を前
提として、議論を行った。各イン
フラの詳細は報告書（P42 ～ 45）
に譲るが、図表７に各インフラが
社会に提供すると考えられる代表
的な機能を例示する。そして、我
が国には、すでに、これらのイ
ンフラを実現するための技術的蓄
積、必要な機能の高度化を行うた
めの研究開発のポテンシャルは、
十分に備わっていると考えられ
る。そこで、いま最も力を注ぐべ
きはインフラを整備することであ
ろう。
③生活シーン
　階層の最上位に位置する「生
活シーン」では、インフラ層が
充実した上で描き出される未来の
生活シーンのイメージを明らかに
した。このために、生活シーンを
図表８に示す８つに分けて検討し
た。これらの生活シーンは、内閣
府（旧経済企画庁）の策定した「新
国民生活指標」の分類に依拠して
いる。
　生活シーン毎の詳細検討にお
いては、あるべきユビキタス成熟
社会としての目指すべき姿を検討
した。そしてそれを、「賢い社会
（Smart Surroundings）」であるとし、
その中身として次に挙げる４つの
社会の姿を具体的な検討のガイド
とした。
蘆 あたたかい「みまもり」のあふ
れる社会
　生活環境の随所で、センシング
やモニタリングなどが実現され、
生活の利便性が高まる。冷たい監
視・管理ではなく、「あたたかい」
応用につなげていく。地域コミュ
ニティによる子供の見守り、安全・
安心な食生活の実現、健康の増進
に繋がる身体情報の管理といった
図表７　インフラの内容とその位置づけ
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応用を目指す。例えば、トレーサ
ビリティの仕組みが確立すれば、
食品や物流を最適に制御できるよ
うになる。個人情報の安全な運用
基盤の確立が不可欠である。
蘆 「もったいない」を高度に実践
する社会
　例えば、製造物の生い立ちの履
歴を管理する「ライフサイクルマ
ネージメント」が確立すれば、ひ
とつひとつのモノの寿命が分り、
リデュース・リユース・リサイク
ルが最適に行える。また、品揃
えが豊富で信頼性の高い中古品市
場が登場するかもしれない。この
ような機能を利用して、一人一人
が地球環境を意識した生活を大き
な負担無く行える社会となる。多
様な電子機器を利用することにな
り、エネルギーの利用についても
最適な制御が達成される。
蘆効率よく多様に働ける社会
　遠隔に臨場感を伝える技術によ
り、学習環境、就業環境が充実す
ると考えられる。その結果、知的
生産性の高い職業の働き方が変化
し、在宅勤務などもより浸透する。
ロボット技術の発展と呼応して、
生活における肉体労働の負担もよ
り軽減される。多言語処理機能の
充実をもとにして、海外からの労
働力の受け入れもより柔軟かつ容
易に行える。多くの人にとって、
技術の支援により、効率的に多様
性をもって働ける社会となる。
蘆「美しさ」を大切にする社会
　情報通信機器が大量に利用され
ても、住空間は一定の美的な基準
に基づいて構築される。例えば、
多種多様な配線設備を都市空間の
なかに美しく設置することが求め
られる。また、行動の美しさとし
図表８　生活シーンの８つの分類
住む 住居、住環境、近隣社会の治安等の状況
費やす 収入、支出、資産、消費生活等の状況
働く 賃金、労働時間、就業機会、労働環境等の状況
育てる （自分の子供のための）育児・教育支出、教育施設、進学等の状況
癒す 医療、保険、福祉サービス等の状況
遊ぶ 休暇、余暇施設、余暇支出等の状況
学ぶ （成人のための）大学、生涯学習施設、文化的施設、学習時間の状況
交わる 婚姻、地域交流、社会活動等の状況
図表９　代表的な社会像事例
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て、比較的歴史の浅いコミュニケ
ーションの手段である電子メール
の利用方法についても洗練された
作法を重んじる教育の行き届いた
社会が実現される。
４‐３
生活者の視点からみた
変化の例
　目標とした、「賢い社会（Smart 
Surroundings）」における社会像
は１つの事例で描ききれるほど単
純ではない。そのため、８つの生
活シーンの各々に対し社会像を想
起できる複数事例を挙げ、それに
より社会像を浮き彫りにすること
にした。図表９に分野２の検討で
抽出されたシーン毎の代表的な社
会像の事例を示す。ここで、各生
活シーンの枠内には、上部に社会
像事例、下部にその対応するデル
ファイ課題を示している。
　また、生活シーン「住む」、「働く」
の中に掲載した具体的な社会像の
事例を次に示す。
例：  生活シーン「住む」の事例
 （みまもりの中で住む）
藺 家庭や地域等で収集される
人、物、環境に関わる状況の
変化（電気・ガスの始末や戸
締り忘れ、また鉄道の運行状
況や道路の渋滞状況、大雨・
洪水等の警報情報、等）が瞬
時に察知され、防災や事故防
止に利用される。
蜷 防災、防犯、介護支援機
能に加え多様なサービスを
ユーザに提供する生活支援
型ロボット等を活用した家
庭用セキュリティシステム
が相互に接続された地域セ
キュリティシステム（2014
年／ 2021年）。
 生活シーン「働く」の事例
 （よりよく働く）
藺 外国人とうまく共生するた
め、文化の相互理解を促す環
境（データベースなど）が整
備される。多くの外国人労働
力を受け入れられるようにな
る。また、海外の優秀な頭脳
を活用できる。
蜷 人間の生体情報や表情、視
線等の非言語的な情報から
意図を理解する技術（2019
年／ 2028年）。
　ここで「藺」は検討によって得
られた社会像を、「蜷」はその内
容が対応すると考えられるデルフ
ァイ調査の課題を表わす。
　このような形式の事例を、８つ
の生活シーン全体で 77件選択し
た。内訳として生活シーン別でみ
ると、「住む」で12、「費やす」で
10、「働く」で９、「育てる」で８、
「癒す」で 12、「遊ぶ」で５、「学
ぶ」で９、「交わる」で 12の事例
となった（詳細は、報告書P47～
58参照）。
